
離婚時の財産分与（２０２６年５月１３日掲載）

婚姻中に形成された預貯金は原則「共有財産」

【質問】

夫婦関係が悪化し、離婚を考えています。専業主婦ですが、離婚した場合、財産

分与はどのように決まるのでしょうか。預貯金名義が夫の場合でも分けてもらえる

のでしょうか。

【回答】

離婚の際の財産分与は、まずは双方の話し合い、それがうまくいかなければ調停

など家庭裁判所の手続を利用することになります。いずれにしても、今日では基本

的に２分の１の割合、つまり、夫婦の共有財産を金銭的に評価したとき、これが

ちょうど半分ずつとなるように財産を分けるということになります（このことは、

たとえば夫が給与所得者で妻が専業主婦であるなど、収入に差異がある場合でも変

わりません）。

　ただし、個々の共有物について一つひとつ折半するのは不便ですから、多くの場

合「●●は夫、▲▲は妻が取得する」などと大まかに決めた上で、取得する財産の

多いほうが少ないほうに対し調整金を支払う、というような処理をします。

　ところで、さきに財産分与の対象を「共有財産」と書きました。これは、たとえ

ば妻が結婚前から持っていた宝石などの「特有財産」は、財産分与の計算から除外

されるという意味です。ただ、ここにいう「共有財産」は、必ずしも名義が「共

有」であることを必要としません。財産分与は、夫婦の「協力によって得た財産」

を公平に分配する制度ですから、夫ないし妻の単独名義であっても、これに該当す

るものは「共有財産」とされるのです。

　では、夫名義の預貯金はどうでしょうか。

　一見すると、預貯金は、各名義人の特有財産と考えることもできそうです。しか

し、実際には、夫婦が協力して得たお金を夫名義で積み立てている、という夫婦も

多いでしょう。このため、婚姻中に形成された預貯金は、夫名義であろうと妻名義

であろうと、原則として「共有財産」と扱われます。

　これに対し、夫が結婚前にためていた預貯金は「共有財産」ではありません。ま

た、親族からの贈与や相続などで得たお金は、たとえそれが婚姻中のことであって

も、よほどの特殊事情がない限り特有財産とされます。これらは、夫婦の「協力に

よって得た財産」と言えないからです。なお、１つの口座に共有財産と特有財産が

混在している場合は、総残高から特有財産にあたる額を差し引いたものを共有財産

にカウントするのが一般的です。

　以上のとおりですから、預貯金の名義人が夫であること自体については、あまり

心配なさる必要はありません。ただ、離婚と財産分与の交渉には、財産の開示請求



や資料集め、個々の財産の評価、複雑な計算などの知識と労力が必要ですし、何よ

り、おひとりでこれを進めるにはたいへんな心理的ストレスがかかりますから、ぜ

ひ弁護士にご相談ください。　

（弁護士　浅野喜彦）


